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らより密な構造の単原子金属へと相転移する傾向を持つ。13、14、17 そして 18 族元
素では、超高圧下で最密充填構造である fcc または hcp 構造へと相転移することが知
られている。しかし、15 と 16 族元素ではこれまで最密充填構造への相転移は報告さ
れておらず、最高圧力相は 8 配位の bcc 構造と考えられていた。 
 申請者は、ダイヤモンドアンビルセル圧力発生装置(DAC)と放射光 X 線を組み合わ
せた超高圧 X 線回折実験を 15 族元素のリン(P)では 340 GPa まで、16 族元素のテルル
(Te)では 330 GPa まで行い、各元素で新たな高圧相を発見した。リンは 262 GPa で bcc
が歪んだ 2×2×2 超格子構造(cI16 構造：P-VI 相)へ相転移することを明らかにした。
この構造の基本構造は bcc であり、15 族元素の最高圧相の構造は bcc と提案されてい
たことから、この提案を検証した。一方、テルルは、96 GPa で bcc 構造(Te-V 相)から





では、およそ 260 GPa で単純六方晶構造から bcc 構造が、280 GPa で cI16 構造がエネ
ルギー的に安定になることを確認した。テルルにおいても 100 GPa 程で bcc 構造と fcc





論文は、DAC と放射光を組み合わせた超高圧 X 線回折法を用い、典型元素である 15
族元素のリンと 16 族元素のテルルの精密構造解析を、それぞれこれまで未踏の超高圧
領域であった 340 GPa と 330 GPa まで行い、各元素で新たな高圧相を見出した。リン
は 262 GPa で cI16 構造へ相転移することを明らかにした。また、テルルは、96 GPa
で bcc 構造から fcc 構造を基本とした超格子構造を経て、255 GPa で完全な fcc 構造へ
相転移することを明らかにし、16 族元素の最高圧相は fcc 構造であることを提示した。





  よって本論文は博士（理学）の学位論文として価値のあるものと認める。 
 また、平成 28 年 1 月 25 日、論文内容およびこれに関連する事項について試問を行
った結果、合格と判定した。 
 
                          
